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　　Abstract　 More 　than 　one 　hund 　red 且epidop しerous 　insects　were 　collected 　by　the 　weather

ship 　on 　East　China　Sea （31
°N

，
126°E ）from　1981　to　I987，　Forty−three　species 　of

Lepideptera　are　reportcd 　in　this　paper．　 Based　on 　the　trajectory　backtracked　from　the　col ．
lecting　Locality、　migration 　of 　Eiigma’narcisstts（CRAMER ）ftom　central　China 　is　presumed ．
　　Key　words ： Lepideptera；migr 飢 ion；East　China　Sea； trajectory．

　　　　　　　　　　　　　　　　　 緒　　　　 言

　近年 日本に お い て も移動性昆虫 の 研 究 が 盛 ん に 行わ れ る よ うに な り ， 特 に ，農業害虫 の一
部 の 種

に つ い て は 移動経路や時期 の 推定 がか な り
’iz ミ レ ー

シ コ ソ で きる よ う に な っ て ぎた ．た と え

ぽ，SEINO　et　 ai．（且987）e±イ ネ ウ ソ カ類 の 九州北部へ の 長距離移動 を 予 知 す る た め そ の 移動 モ デ ル

を開発 し，渡邊ほ か （1988，1990）は ウ ソ カ 類 の 移 動予知 の た め ， コ ソ ピ ュ
ー

タ プ ロ グ ラ ム を作成

した ．しか しそ の
一

方 で ， 移動性昆虫の 国外 か ら 日本へ の 飛来に つ い て は ，推測 の 域 を出ず，厳密

な意味 で 実際に 証明を行 っ た研究は な い ，現時点 で は ，鱗翅 目昆 虫に つ い て ，福 田 （1971） の 日本

に お け る迷蝶 の 記録 や、宮 田 （1982− 1984） の 偶 産 蛾 の 記 録等に よ り海外か ら 日本へ の 昆虫 の 飛来

が 示唆 され て い るに す ぎない ．目本 国 内 に お け る移動 の 例と して は，福 田 （1990）が マ
ー

キ ソ グ し

た ア サ ギ マ ダ ラ の 再埔獲例をあげ，春 は 北上 し，秋は 南下す る こ とを 実 証 した．

　こ れ まで 日 本の 周辺に お い て ，長 距 離 移動 性 昆 虫 ecつ い て 組織的 に 調査 された もの はあま り多く

は な い ，1967年 か ら1970 年に か けて朝比奈， 鶴 岡らは 太平洋上 の 定点 （北緯 29 度東経 135度）に

お い て 採集され た 多くの 昆虫を 報告 した ．日 本 に お い て は ，こ の 調査 が こ れ まで で 最も大規模な移

動性 昆 虫 に 関す る 研究で あ る，東 シ ナ 海か らは ，鶴岡 （1976）， 鈴木 ほ か （1977），林 ほ か （1978 −

1979）が 昆虫の 記録 を報告 して い るが ， 朝比奈 ら の 太平洋上 の 定点か らの 報告ec比 べ る と，昆虫 の

記 録 は か な り少な い 、また YosHIMeTe 　and 　GREssiTr （1959− 1961）は ，北 米 か ら ハ ワ イ，ア ジ ア に

至 る 太 平洋 上 で も昆虫を 採 集 し報告 して い る が 、科まで の 同定に 留 ま っ て お り ， 鱗翅 目は わず か に

4 個体 し か 得 られ て い な い ．

　農林水産省 で は ，1983年 か ら 1987年 に か け て 「長距離移動性 害虫の 移動予知技術 の 開発」 と称
す る 研究を 行 っ た ．こ の 間．数度に 渡 り 日本海 ， 東 シ ナ 海海上 で 気象庁 の 観測船 に よ り，昆虫の 採
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集 が 行われ，また航空機に よ る 採集も試み られ た．本 報 告 で は ，主 に こ の 期間 に 行わ れ た 調査を基

に して Fig」 で 示 した 東 ノ ナ 海定 点 （北 ee　31度東経 126度）に お い て ，気象観測船に よ り採集され

た 鱗翅 目昆虫 の うち ， 同定可能 で あ っ た llO 個体 43 種に つ い て そ の リ ス トを示 し，若 干の コ メ ソ ト

を つ け加 え る．東 シ ナ 海 で の 採集 は ，どの 年 も 6 月 か ら 7 月 の 間 に 行 わ れた ．ま た 本研究 で 記録 し

た 種 の 一部 は 農林 水 産技術 会議事務局 の 資料 （1989） で すで に 報告 した が，そ の 中で 詳 しい デー
ク

は 示 さな か っ た の で，こ こ で 新 た に 報告す る．シ γ ジ ュ キ ノ カ ワ ガ に 対 して は コ ソ ピ ュー
タ ブ 卩 グ

ラ ム を用い て 流跡線解析 を 行 い ，出発地 の 推定 を 試み る．

　本文 に 先 立 ち ，東 シ ナ 海海 上 で の 採集 を 実施 され た 各位 と気象庁観測船 の 職員に 感謝す る．シ ャ

ク ガ 科 の
一

部に つ い て は ，大妻女 子 大 学の 井上 　寛博 士 に ，ヤ ガ 科 の
一

部 に つ い て は ，杉　繁郎氏

に 同定 して い た だ き，つ くば市ゆ か りの 森昆虫館 の 植村好延 氏 に は セ セ リ チ il ウ 科の 同 定 と文献 で

お 世話 に な っ た ．各氏に 厚 くお 礼申 し．ヒげ る ．気象解析 プ P グ ラ ム に よ る 作図 の 労を と られ た 農業

環境技術研究所 の 森本信生，山村光司の 両氏に 敬意を表す る，また 気象の こ とに 関 して 指導助 言 を

賜 っ た 農業環境技術研究所気候資源研究室 の 清野豁博 士 に 厚 く謝意 を表 す る ．三 重大学農学部 の 岸
本良

一
教授 に は 本研 究 に 関 す る 文献 を い くつ か ご 教 示 い た だ き，また そ の コ ピ ーを 送 っ て い た だ い

た の で感謝 の 意 を 蓑す る．最俊に ，日頃 の ご 指導 に 加 え本稿を校閲 して い た だ い た 農業環境技術研

究所 の 服 部伊 楚 子 氏 に 深謝す る．

材料および方法

　 1981 年 か ら 1987年 ま で 計 10 回 に お よぶ 気象庁 の 観測船 に よる 調 査 で 得 られ た 標本を 用 い た ，調

査の 行 わ れ た 期間 と調査者 は 以 下の 通 りで あ る ．

　1981 年 6 月 23 日〜6 月 27 日，大矢慎吾 （S，OYA ）

　 1992年 6 月 22 日〜7 月 1 日，和 田　節 （T ，WADA ）

　 1983年 7 月 9 日〜7 月 18 日，大 矢慎吾 （S．OYA ）

　1984年 6 月 25 日〜7 月 3 日，野 田
’
博 明 （H ．NODA ）

　1985年 6 月 24 日〜7 月 6 日 ，池庄司敏明 （T ．IKESHOJI）

　 1985年 7 月 ］3 日〜7 月 20 日，藤吉 　臨 （N ．FUJlYOSHI）

　1986年 6 月 26 目〜7 月 1 日，細 田 昭 男 〔A ．HosoDA ）

　 1986年 7 月 8 日〜7 月 17 日 ，Ll」下　泉 〔1．　YAMAsH 叮 A 〕

　1987年 6 月 15 目〜7 月 2 日、松村正 哉 （M ．MATSUMURA ）

　畳987 年 7 月 7 日〜7 月 14 日，小 川 義 雄 （Y ．OGAwA ）

　な お ，本 研究 で 用 い た 標本 は 全 て ，農業環境技術研究所昆虫分類研究室で 保管 して い る，以 下 の

リス トで は 採集 した 時間 の 記録の あ る もの に つ い て は 採集 日の 後に 括弧 で 記 入 し た ．科 の 配 列 は 日

本産昆虫総 目録 （平嶋，1989） に 従 い ，種 は 各科に お い て 学名の ア ル フ
ァ

ベ
ッ ト順 に 並 べ た．流跡

線解析図 〔Figs」 −2）は ， 日本気象協会に よ り 1987年に開発され た 「移動性害虫移動 予 知 モ デ ル 開

発 の た め の 気象解析 プ 巨 グ ラ ム 」 に よ り作成 した もの を
一
部改変 した もの で あ る．本 プ ロ グ ラ ム は

NEc の Pc −9800 シ リ
ーズ を 対象と して 開発 され た もの で ， 解析対象は Fig．1 お よ び Fig．2 で 示 した

極東 ア ジ ア 地 域 を 中心 に 東西 約 4，000　km ，南北約 3，800　km で あ り，高層気象デー
タ の う ち 地 上 と

850mb 面 の 2 高度 が 解析可能で あ る．高層気象観測 は ，日本時間 の 9時 と 21時 の 1 日 2 回 行 わ れ

て お り，極東 ア ジ ア 地域 の 全高層観測 地 点 の 観測結果 が 入力データ と して解析に 用い られる．プ 卩

グ ラ ム は 農業環境技術研究所昆虫管理科で 保管 して い る．
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Yponomeutjdae 　 ス ガ科

PlttteUa　xylostetla （LINNAEus ） コ ナ ガ

　　19 ，1．viL 　1985 （22：00），T ．　IKEsHoJI；4♂ 19 ，15．vii 」985
，
　N ．　F 田 IYosH1 ；19 ，9．vii」987（9：00），

　 　 Y，OGAWA ，

　　（分布）全世界，

Pyralidae 　 メ イ ガ 禾斗

．4ntigastra　eatataunalls （DUPONCHEL ）　 ホ ソ トガ リ ノ メ イ ガ
’

　　 1 ♀、18．vii．且985，　N ．　FuJIYosH1，

　　 （分布）本州，四 国，九 州 ；中国 ， 台湾，イ ソ ド，マ レ ー，ヨ
ー

ロ
ッ

パ 南部 ．
Cnapllatocrocis　nTedinatis （GUENEE ）　 コ ブ ノ メ イ ガ

　　 1♂ ，2．vii．1985 （20：0〔｝），　T ．　IKI…sHo ∫1； 1♂ 19 ，18．vii．】985
，
　N ．　FuJlyosHI； 1 ♀ ，

20．vii ．1985，　N ．

　　 Fu ・IY 。sHI ；2 ♂ 49 ・30・・i・1986 （21・00− 22・00），A ．　H ・ s・ DA ；29 ，1．・ii．1986 （7・00），A ，　H ・s・DA ；

　　 19
， 1．vii．1986（21：00−22：00），　A ，　HosoDA ； 1 早，29．vi．1987 （5：00），　 M ．　 MATsuMvRA ； 藍♂ ，

　　 30．vi．1987 （2：00），　M ．　MATsuMuRA ； 1♂ ，30．vi．且987 （22：00），
　M ．　MATsuMuRA ； 1♂ ，　Lvii」 987

　　 （r2：00），
M ，　MATSUMURA ．

　　 （分布 ） 日本全土 ；中国，台湾，柬南 ア ジ ア ，オ
ース ト ラ 1丿ア ．

Diasemia　accatis （WALKER ）　 キ ア ヤ ヒ メ ノ ．メ イ ガ

　　 1♂ ，
1．vii．1986 （21 ：00 −22：00），A ．　HosoDA ；1♂ ， 且0、vii．1987 （0 ：00），Y ，　OGAwA ．

　　 （分布） 日本全土 ；台湾 ， 中国，イ ソ ド，マ レ
ー

シ ア ，

Herpetogramma 　licarsisatis（WALKER ）　 ク ロ オ ビ ク 卩 ノ メ イ ガ

　　2 ♂ 1 拿，24．vi．1981 ，S．OYA ；19 ，12．viL1986 ，
1．　YAbcAsHITA；1 ♂ ，8．vii，t987（21：00），Y ．OGAwA ；

　　 1♂ ，12．yii．1987 （6：00）， Y．　OGAWA ，

　　 （分布）関東以西 ；台湾，中 国，イ ン ド，rt−一ス ト ラ リア ．

Het’peto8ratn’na 　phaeo ρ　teralis（GUENEE ）　ケ ナ シ ク 卩 オ ピ ク 卩 ノ メ イ ガ

　　 19 ，24．vi ．1981，S，　OYA ；1♀，14．viL 　1985、　N ，　FuJIYosHI．

　　（分布） ア フ リカ ，イ ン ド，オ ース ト ラ リ ア ，南 ア フ リカ ．

　　 日本か らは こ れ まで 幾度か 採集 され て い る が，日本 tcは 土 着 し て い な い よ うで あ る．
Hymenia 　recurvalis （FAER 】Clus ）　シ P オ ビノ メ イ ガ

　　1 ♀，24．vi．1981
，　S．　OYA ； 置♂ 29 ，27．vi．1984，　H ，　NoDAI 　 I ♀ ，

4．vii．1985
，
　T ．　IKEsHoJI； 1 拿，

　　19．vii．且985
，　N ．　FuJIYosHI；2 ♀，12．vii．1986

，　L　YNMASHITA ； 19 ，7．vii．t987 （14：00），Y ，　OGAwA ；

　　1　9　，　7．vii．且987 （19：00）、 Y．Ogawa ．

　　（分布） 日本全土 ；東南ア ジ ア ，オ
ー

ス ト ラ リ ァ ，北 ア ノ リ ヵ ．

Ostrinia　fttrnacalis（GUENEE ）　ア ワ ノ メ イ ガ

　　19
，
24．vi．1981

， S．　OYA ；1♂ ，15．viL1985 ，　N ．　FuJIYosH］；2 ♀ ，
20．vij．1985，　N，　Funyosm ．

　　（分布）本州 1 四 国，九州 ；中 国，朝鮮半島 ，東 南 ア ジ ァ ，t 一ス トラ リ ア ．
Pycnartnon 　cribrata 〔FABR 】crus ） マ エ モ 〃 メ イ ガ

　　 19
， LviiJ987 （2 ：00），M ．　MitTSuMURA ．

　　（分布〕台 湾，中国 ，東南 ア ジ ア ．
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　　日本 か らは ，沖縄本島，八 丈島等か ら記録 は あ る が，−h着種 で 鳳 ない よ うで あ る．本種の 翅の

　　地 色は 井上 ほ か （1982｝ に よ れ ば茶褐色 の もの と 白色の もの が あ る が，本欄体は 八 丈島の 個体

　　 と伺 様白 っ ぽ い ．

Scii・pophaga 　incertu’as （WALKER ）　イ ッ
テ ソ オ オ メ イ ガ （サ ン カ メ イ ガ ｝

　　1？ ，30．vi．1986　（6；OO〕，A ．　HOSODA，

　　（分布）本州南西部 以 南 ；台湾 ， 中国，フ
ィ

リ ピ ソ ，イ ソ ド，マ レ ー，ア フ ガ ニ 入 タ ン ．

Udea　testaeea （BUTLER）　ク ロ モ ソ キ ノ メ イ ガ

　　19 ，1．vii．1986 （7 ：00），A．　HosoDA ．

　　（分布〕本州，四 国，九 州 ，対馬 ，屋久島．奄美大島，沖縄本島．

Hesperiidae セ セ リチ ョ ウ科

Parnara　guttata （BREMER ＆ GREY ）　イ チ モ ソ ジ 七 セ リ

　　 i♂ ， 19，vii，1985，
　N ．　Fu 川 YOSHL

　　（分布） 日本全土 ｝朝鮮半島，中国，台 湾．

Geometridae 　 シ ャ ク ガ科

Abraxas 　iatl；fasciata　WARREN 　 ヒ ト ス ジ マ ダ ラ エ ダ シ ャ ク

　　 2♂ ，27．vi 」984，　H ．　NODA ．

　　（分布）北海道 ，本州，四 国 ，九州，対馬 ；朝鮮半島，・7 ベ リ ア 南東部，中 国東部，

Cleora　reputsaria （W 仙 KER ） フ トス ジ エ ダ シ ャ ク

　　1♂ ，17．vii．1983，　S ．　OYA ．

　　（分布）関東地方以 西 ；台 湾 ，中 国，フ ィ リ ピ ソ ，イ ソ ドシ ナ 半 島，ビ ル マ ．

Ot’thonatna 　ebstipata （FABRIc】us ）　トビ ス ジ ヒ メ ナ ミ シ ャ ク

　　 1 ？，2ヨ．vi ．198匡，S．　OYA ，

　　 （分 布 ） ほ と ん ど全 世界．

Scoρuia　inlpe”sonata 〔WALKER ）　 ・・イ イ ロ ヒ メ シ ャ ク

　　1♂ ，26，vi．　1987　〔21：00），M ．　MATSUnURA ．

　　 （分 布 ） 本 州 以 南 ；朝鮮，シ ペ リア 南東部 ，台湾，中国．

Tifnandi’a　campta 厂ia　WALS 　ER 　
コ ペ ニ ス ジ ヒ ノ シ

ャ
ク

　　 Ig ，18．vii．亘985，　N ．　FUJ！YOSHl ．

　　 （分 布）北海道，本州，四 国，九州，対馬，屋 久 島 ；シ ベ リ ア 南東部，朝鮮 半島，中国 ．

Sphingidae 　ス ズ ノ ガ科

Agrius　eonvot りuli （LINNAEus ）　エ ピ ガ ラ ス ズ メ

　　 1♂ ，LS．vii ．】983， S．　OYA ．

　　（分布） 日 本全土 ；旧 北区南部，東洋区，エチ オ ピ ア 区．

Macro810 ∬ um 　P丿rt’hosticta　BU 皿 ER 　ホ シ ホ ウ ジ ャ ク

　　1♂ ，28．vLl984 ，　H ，　Ni　 oDA ；1♂ 2 ♀ ，
29．vL 　l987 （O：SO），

M ．　MATsuMuRA ；2♂ ，29．vi ．1987 （23：00），

　　M ．MATsuMuRA ；1♂ ，30．vi ．1987 （3：30），M ．　MATSUMVRA ．

　　（分布） 口本全土 ；台湾，朝鮮半 島，中国，イ γ ド北 部．ス γ ダ 列 島．
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Fig．　 L　Trajectory　traced　back　to　30　hours　eaflier 　from　21 ：00，14 」山 y，19850n 　850　mb 　w ¢ ather

　　 char 匚，　with 　location　of 【he　collecting 　site （31eN ，
126°E，　b【ack 　dot）．

Nolidae 　 コ ブ ガ 科

Nota 　taeniata　SNELLEN 　 ク 卩 ス ジ シ 卩 コ プ ガ

　　 1♂ ， IB．vii ．1985，　N ．　FuJ ［yosH 【； 1♂ ，20．v 正i．1985，　N ．　FuJIYosHl．

　　（分布）東北地 方南部以 南 ；台湾，朝鮮半島，1・1：1国，イ ン ド、

Noctidae 　 ヤ ガ 科

Acantho ρtusia　agnata （STAUDINGER ）　 ミ ツ モ ン キ ノ ウ ワ バ

　　 1♂ ，26．vi．1986 （15：00），A ．　HosoDA，

　　（分布）本州，四 国，九 州，屋 久 島 ；中 国，台湾，沿海 州 ．

Ad ”isり，rann μs （GUEN 直E）　ア ケ ビ コ ノ ハ

　　 且♂ ，27．vi．1987 （10：50），M ，　MATSUMURA ．

　　（分布） 日本全土 ；中国，台湾，沿海州，マ レ ーシ ア ，イ ソ ド，

Agrotis　ipsilon（HUFNAGEL ）　 タ マ ナ ヤ ガ

　　19 ，23．vi．1981，　S．　OYA ； 1♂ ，
26．vi．1982 （15：00），　T，　WA1）A ； 1♂ ，29．vi 、1987 （21：00）t

　M ．

　　 MATSUMURA ，

　　 （分布）本州以南 ；中国，朝鮮半島，台湾，イ ン ト
Lt 一ス ト ラ 1） ア 地 域 ．

Anomis ］7ava （FABRIclus） ワ タ ア カ キ リパ

　　1♂ ・24・vi・1981・
S・OYA ； 1♂ 、11・vUL 　1983，　S．　OYA ； 1 ♀，2．vii．1985 （8：00），　T ．　IKEsHoJI；19

，

　　15・vii・1985，　N ・FusIYosHI；1 ♀，20．vii」985
，
　N ．　FuJIYosHI；正♀ ，

21．vlj．1985，　N ．FuJI．yosHl 、

　　（分布） 本 州 以 南 ；台湾，イ ノ ド，マ レ ー，ニ
ュ

ー
ギ ニ ア ，オ ース ト ラ リア ，ア フ リカ，北米．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Entomological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Entomologioal 　Sooiety 　of 　Japan

8】6 吉　松　慎 　
一

Fig．2．　Trajectory　traced 　back　to　30　hours　earlier 　from 　9 ：00，30　June，19860n 　850mb 　weather

　 　 char し

　　日本 で は 西南部
一

帯に広 く産 し．中部以北で も北海道に 至 る まで 採集記録があ る が ，出現 は お

　　 お む ね 秋期 に 限 ら れ る の で ，発生 を 継続 しつ つ 中距 離の 移動 を 行 う もの と推定 され て い る （井

　　 上 ほ か ，1982），し か し，今回 の 調査 で 多くの 個体 が 採集 された こ とか ら本種 が 長距離移動 を 行

　　 っ て い る 可 能性 も示唆 され る．

Anomis 　involuta（WALKER ）　 匕 メ ア カ キ リ パ

　　 19 ，30．vi．1984，　H ．　NoDA ．

　　（分布） イ ソ ドーオ ース トラ リ ア 地 域．

　　 日 本 で は 散発的 に 採集され ，定着性は 疑問 ，

Auto8rapha 　nig ’
・isigna（WALKER ）　 タ マ ナ ギ ソ ウ ワ パ

　　 1♀，25．vi．198フ （tl：00），M ．　MATsuMuRA ．

　　（分布）北海道，本州，四 国 ，九州 ；中 国，イ ソ ド，ヒ マ ラ ヤ ，

ChrysodeiXis　eriosonia （DOUBLEDAY ）　イ チ ジ ク キ ソ ウ ワ パ

　　 1♀，19．vii．198S，　N ．　FuJnrosHI； 1♂ ，30．vi．1986（6：00）， A ．　HosoDA．

　　（分布）日本 全土 ；イ ン ド，東南 ア ジ ア ，オ ース ト ラ
tJ ア ．

　　本 州 中部以 北 で秋OC向 け て 数を 増 す の は ，中国か ら の 飛 来 もそ の
一因 か も しれ な い ．

Elig’na 　narc なSsμ s （CRAMER ）　シ ソ ジ ュ キ ノ カ ワ ガ

　　 且♂ ，14，vii．1985，　N ．　FunYosm ；19 ，30．vi．1986 （12：00），A ．　HosoDA ，

　　（分布〕中国，フ
ィ リ ピ ソ 、イ ア ド・マ レ ーt セ レ ベ 入

　　本種 に つ い て は ，宮 田 〔1986） に よ っ て よ くま とめ られ て い る．原名亜種 は 中国 ec産 し，上記

　　の 他 の 4 地 域 か らは そ れ ぞ れ 4 亜 種 が 知 られ る．今 回 採集 され た 2 個体は ともに 原 名 亜 種 で あ
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　　 る ．日 本 で は 秋頃 二 次的 に 発生す る こ とが しば しば あ る が ，土着 して い な い よ うで あ る．花宮

　　（1984♪ は 日本 での 採集 デ ータ を用 い ，流跡線解析を行 うこ とec よ り本種 は 華中方面を出発地 と

　　 して ，日 本 海 を 進 む低 気 圧 に よ っ て 、6 月か ら 7 月に か けて 第
一

陣 が 飛来 す る ら しい と の 考 え

　 　 を 示 した ．

　　　本 種が採集され た 2 つ の ケ ース に つ い て 850mb 面 で の 流跡線解析を気象解析 プ ロ グ ラ ム に

　　 よ っ て 行 っ て み る と Fjg．1 お よ び Fig．　2 の よ うに な る ．そ れぞ れ の 場合 と も採集地 点 よ り 30時

　　間前 まで 遡 っ た，出発地 は 華中 とな り，花宮 の 説 と一
致す る，

Ericeia　inangtttata（GUENEE ＞　ヤ エ ヤ マ ウ ス ム ラ サ キ ク チ バ

　　1♂ ，26．vi．］986 （19 ：20），A ，　HosoDA ．

　　（分布〕 石 垣 島，西表島 ；台湾 ， 東南 ア ジ ア ，イ ソ ド．

Eutetia　adulatricoides （ME 肌 ）　 コ フ サ ヤ ガ

　　1 ？，30，vi．1986 （21：00−22 ：00），A ．　HosoDA ．

　　（分布）日本 全．L ；中国，台湾 ， イ ソ ド．

Grammodes 　geometrica （FAER 】Clus ＞　ナ カ グ 卩 ク チ バ

　　 1♂ ，19．vii．1985，
　N ．　Fu 丁IYosHI ．

　　（分布）屋久島以南 ； イ ソ ドーA’　一ス ト ラ リア 地域．

　　日本本土 で は 散発的な 記録が あ る．宮 田 （1984a ）に よれ ば ，九州 に は 土 着 し て い る の か も知

　　ナしな い とい う．．

Hypena 　amica （BUTLER 〕　ク ロ キ
ー
： s ア ツ バ

　　 1 ♀，30．vi．1984，　H ．　NODA ，

　　（分布）屋久島以北の 日 本全土，伊豆 諸島 ；中国，朝鮮半島．

Hypena 　subcyanea 　BUTLER 　ア オ ア ツ パ

　　 1♂ ，7．vii．1987 （20二〇〇〕，Y ．　OGAwA ，

　　（分布）沖縄 ；朝鮮半島，台湾

　　杉 氏 か ら の 私 信 に よ る・と本 種は 秋 ec東京 で もとれ る こ とが あ り，
“
新宿

”
の 標本もあ る そ うで あ

　 　 る，

HPtpocala　suhsatut ・
a　GUENEE 　 タ イ ワ ア キ シ タ ク チ パ

　 　 1g ，14．vH ．1985，　N ．　FuJlyosHI．

　　（分布）本州以南 ；台湾，フ
ィ リピ ソ ，東南 ア ジ 7 ．

Lagoptera　juno（DALMAN ）　 ム ク ゲ コ ノ ハ

　　 19 ，17．vLi．1983，　S．　OYA ．

　　（分布） 日本全土 ；中国 ， 台湾，イ ノ ド．

Leucania　compta 　Moore　 ア ト ジ ロ キ ヨ ト ウ

　　1♂ ，t6．vii．i983 ，　S．　OYA ；1♂ ，19．vii．1985，　N ．　FuJIYosHI；童♀ ，
20．vii．1985，　N ．　FullYos田 ．

　　（分布）屋久島， 奄美大島 、 沖縄本島，西表島 ；イ ソ ド．

Nat’an8a 　aeneseens 　MOORE 　 7 タ オ ピ コ ヤ ガ

　　 1♂ ，靂8．vLL1985 ，　N ．　FuJ【YosHI ；1♂ ，19．viL1985 ，　N ．　FullYosm ．

　　〔分布｝日本全土 ｝ 台湾，イ ソ ド，ス リ ラ ソ カ ，東南 ア ジ ア ．

Oph ’usa 　ti厂haca （CRAMER ）　　ク 卩 モ ソ シ タ ，：

　　19 ，2．vii．1985 〔8：00），
T ．　IKEs−HoJl ．

　　〔分布〉 イ ソ ドーオ ー．ス トラ リア 地域，南太 平洋諸島，ヨ
ー

・
ッ

パ 南部 ，ア 7 リ カ ．
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　　目 本で は 散発的 に 採集 され て い る．宮 田 （1984a ） に よ る と 九州，四 国 の
一

部 に 土着して い る

　　可 能性が あ る が，少 な くとも本州 で は 土着 して い ない と考 え られて い る．

0 厂既 σ ゴ’略 α （WALKER ）　 ヒ メ ク ル マ コ ヤ ガ

　　1♂ ，
20．vii．1985，　N ．　Fu 川 YosHI ．

　　（分布 ） 本州以南 i 中 国，イ ン ド， マ レ
ー

ン ア ，ア フ リ カ、

Othreis　fuUonia（CLERCK ）　ヒ メ ア ケ ビ コ ノ ハ

　　且♂ ，
30．vi ．1986 （6 ：00），A ．　Hoso 【｝A ．

　　（分布） イ ソ ドーt 一
ス トラ リ ア 地域 ，南 太 平洋諸島，オ

ー
ス ト ラ リ ア，ア フ リ カ ．

　　 日 本 で の 士着性 は 不 明 で あ る が，宮 田 （1984a ） に よ る と九州 で は 土着 して い る 可 能性 が 高 い

　　と考 k られ て い る．

Pseudatetia　separata （WALKER ）　 ア ワ ヨ ト ウ

　　 19 ，27．vi．i984．　H ．　NoDA ；1♂ i9 ，14．vii．1995，　N ，　FullYosHI；1 ♀，15．vii．1985，　N ．　FuJIYosHI；

　　 1♂ ，18．vii ．t98S，
　N ．　Fu ，1YosHl ；1♂ ，

21．viL」 985
，
　N ．　FuJlyosH【．

　　（分布） 日本 全 土 ；中国，台湾，イ ァ ド
ー

オ
ー7・トラ リア 地 域．

Spodoptera　mauritia （BOISbuVAL ）　シ 卩 ナ ヨ トウ

　　1♂ ，
1．vii．1985 （17：00），

T ．　IKEsHoJI．

　　（分布）本州以南 ； イ ン ド以東 の 亜熱帯 ア ジ ア ，南太平洋諸島，オ
ース トラ リ ア ，マ グ ガ ス ヵ ル ．

　　原 名亜 種 は マ ダ ガ ス カ ル に 分布 し，一ヒ記 の 他 の 地域 に は vaff．　acronyctoides 　Gttenee　D：分布す る．

Triehoplttsia　inte厂mixta （WARREN ）　 キ ク キ ソ ウ ワ バ

　　 1♂ ，27．vL 　L984，　H ．　NoDA ；1♂ ，25．vL 　j　987 （13：00），M ．　MATsuMuRA ．

　　（分布）屋 久 島以 北 の 日本 全 土 ； 中国，台 湾，イ ソ ド，ネ パ ール ，イ ソ ド シ ナ ，ス マ ト ラ ，

考 察

　 10回 に わ た る 東 シ ナ 海定点で の 調査 に よ っ て ，43 種 の 鱗翅 日が 採集された が，その うち 個体数 の

多 い もの を順 に あげ て み る ．括弧内は 瀾体数 で あ る ．コ ブ ノ メ イ ガ （17），シ ロ t ピ ノ ．メ イ ガ （10），

ホ シ ホ ウ ジ ャ ク （7 〕，コ ナ ガ （7 ），
ク 卩 オ ビ ク ロ ノ 1 イ ガ （6〕，ワ タ ア カ キ リパ （6 ），ア ワ ヨ

ト ウ （6 ）， ア ワ ノ メ イ ガ （4）， タ マ ナ ヤ ガ （3）， ア ト ジ 卩 キ ヨ トウ （3）．こ の うち ク ロ オ ビ ク

ロ ノ メ イ ガ と ワ タ ア カ キ リパ を 除 く 8種は 既 に 朝比奈 ・鶴岡 （1967〜1970），鶴岡 （1976），鈴木ほ

か （1977 ）， 林 ほ か （1978 〜1979 ） に よ り報告 され て い る ．彼 ら に よ り， 日本周辺 の 海上か らは 70

種 の 鱗翅 目昆虫が 報告され て い るが （宮田
・
花宮 ， 1983）， 今回報告 した 43毬 の うち 20種 は こ の 中

に 含 まれ て お り，これ らが移動 しや す い 種 で あ る と考 え る こ とが で きる ．今 回 の 報告 で は 新 た に 23

種が つ け加 えられ た こ とに なる．なお 、 既知 の 70 種 に は ，朝比奈 （1972）が 潮岬沖 か ら東京湾に か

け て の 陸地 に ご く近 い 海上 で 採集 した ア カ フ ヤ ガ
，

ヒ X サ ビ ス ジ ヨ ト ウ ， カ ク モ ソ ヒ ト リ は 含まれ

て お らず，今 回 の 調査で もこ れ ら の 種 は 記録され なか っ た ，ま た ，板倉 （1983）お よ び 桐谷 （1984）

は こ れ ら 70種以外に もい くつ か の 種 を報告 して い るが ，デ ー
タ が 不十分なの で ，こ れ らは今回 省 い

た．

　 ア ワ ヨ ト ゥ お よ び コ プ ノ メ ィ ガ は 中国国内に お い て 移動す る こ とが 報告 され て お り （LtN　et　at．，

1963；CHANG 　et　at ．
，
1980），日本 へ は 中国大陸 か ら 飛来す る こ とが 定説 とな っ て い る．東 シ ナ 海に お

け る 今回 の 調査 で も コ ブ ノ メ イ ガ ，ア ワ ヨ ト ウ が 多数採集 され た こ と は ，こ れ らの 種が長 距離移動

を 行 う こ と を 強 く示 唆 し て い る ．本 報告 の 調査 が 行 わ れ た 6 月〜7 月 に は ．梅雨 前 線 の 南 側 で 高度

lOOO−−3000　m 付近 に ， 中国大陸か ら 日本 に 向け て吹く強風域 （下層ジ ＝ ッ F ｝があ り ， 昆虫の 移動
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との 関連 が 強 い と考え られ て い る （SEINO　et　aL ，1987）．屋 久 島 よ り北 の 日 本本 土 に は 土 着 して い な

い と 考え られ る ケ ナ シ ク ロ オ ビ ク 卩 ノ メ イ ガ，マ エ モ ア ノ メ イ ガ
’
，

ヒ メ ア カ キ リバ
，

シ ン ジ ュ キ ノ

カ ワ ガ，ヤ ェ ヤ マ ウ ス ム ラ サ キ ク チ パ ，ナ カ グ 卩 ク チ パ ，ア オ ア ツ パ ，ア トジ 卩 キ ヨ ト ウ が ，今 回

東シ ナ 晦 に お い て 記 録 され た．6 ，7 月は 中 国 大陸か ら 日本へ 向け た 下層 ジ ヱッ トの 影響が 強 い こ と

か ら，こ れ ら の 種は 中国か ら飛来 した 可能性が高い と考え る こ とが で きる．もち ろ ん 日時 に よ っ て

気 候 も変 化 す る の で ，Fig，1 お よび Fig．2 で 示 した よ うに ，そ れ ぞれ の ケ
ー

ス に 対 して 別 々 に 詳細

な考察を行うこ と が 必要で あろ う．
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